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NEW

IRIS（アイリス）は、菖蒲・花菖蒲など、あやめ科の植物を表す言葉ですが、
ギリシャ神話では「虹の女神」のことをいいます。アイリスクラブ通信「虹」は、
私どもとみなさまを結ぶ架け橋として、楽しんでいただけるよう、また、お役
にたてるようにと願い、会員のみなさまにだけお届けしております。

　荒神山の南、麓の山門くぐると閑寂な林
のなか、苔生した石段が続く……。境内の葦
葺きの鐘楼が印象的だった。春はしだれ桜、
秋は紅葉、その美しさは訪れた者に「誰にも
教えたくない」と思わせるという。日本の中
国禅宗史研究の第一人者、柳田聖山（旧姓：
横井・大正11年12月19日～平成18年11月
８日）の生家である。
　延寿禅寺の歴史は奈良時代にまで遡る。
寺伝によると、天平勝宝749年聖武天皇が
東大寺大仏の建立にあたり、僧行基をつか
わされ建立された四天王格の寺院（創建当
時は天台宗）だった。創建当時は、荒神山奥
山寺（今の荒神山神社）を奥の院として湖東

平野、愛知犬上両郡に四十九院の寺院が
あったと伝えられている。
　平安時代には天台宗が隆盛を極め、境内
には宝塔、諸堂伽藍がならび、山麓には福
泉坊・西行坊・来徳坊・来福坊・善徳坊・善
満坊・覚前坊・千日坊・福蔵坊・実蔵坊の十
坊が甍をつらねていた。現在でも、蓮池・南
大門・北大門等の地名が残り、当時はいか
に広大であったかをうかがわせる。
　しかし、織田信長の兵火により、わずかに
本尊観世音菩薩の尊像一体が荒神山の宮
殿に運び込まれた以外はことごとく焼失し
てしまう。焼失後40数年を経て、この寺の
廃亡を嘆いていた山麓の人たちが再興をは

かり、明暦３年（1657）、観
音菩薩の尊像をお祀りし永
源寺81世如雪文岩禅師を迎
えて禅刹として復興を果たす。
以来、360余年を経て現在に
至る。
　
　令和の新時代、延寿禅寺
の麓に、緑豊かな公苑墓地
「悠久の苑」が建立された。
　ライフスタイルの変化に

伴い、供養の考え方やお墓の選択肢が増
え、何がベストの選択なのかもよく判らなく
なっている。「悠久の苑」は、敷地内に車で入
ることができバリアフリー、自然につつまれ
た「樹木葬ひろば」をはじめ、「永代供養家
族墓」「永代供養納骨墓」が整備されてい
る。墓の維持管理が難しい方でも、宗派を
問わず安心して申し込むことができる。
　「終活」を始めて一番に気になるのが「墓」
のことだというから、一度相談してみてはど
うだろう……。　　　　　　　　　  雲行

知っていそうで知らない ニッポン再発見㉙

▶春の桜、秋の紅葉の時期にはライトアップが行われる ▶延寿禅寺麓の「悠久の苑」

彦根市稲里町2523　tel.0749-43-3315
https://enjyuzenji.jimdofree.com永明山 延寿禅寺



　故人が着用する衣装のことです。死装束
（しにしょうぞく）ともいわれます。
　仏式で巡礼者または修行僧の衣装に合わ
せ、白い着物を着用します（経帷子を仏衣とい
うところもあります）。
　死装束のうち合わせは右上前で、手甲・脚
絆・三角布をまとい、六文銭入れ・杖などを持
つしきたりがあります。諸説ありますが、六文
銭とは、三途の川を渡る船賃として死者に持
たせるお金のことです。
　死装束の歴史は1200年前にさかのぼると
いいます。なぜ白い色を用いるかについては
定かではありませんが、一説には赤は「誕生」、

仏衣とはTOPIC
1

　みなさんは「５Ｓ」という言葉から何を連想
されますか？
　５Ｓとは、仕事に必要なものだけに絞り、仕
事を行いやすくなるように整理・整頓すること
によって、職場の抱える課題を解決するため
の改善活動です。
　当社でも仕事のムリ・ムラをなくし、仕事を
行いやすくなるよう他社事例をまじえながら
勉強会を行いました。一人一人が意識をもって

▶雪中花▶春桜

TOPIC
2 「5S」勉強会を行いました

　こんにちは。Flower Garden IRISです。

　そろそろ、風にふわりと春の花の香りを感

じる今日この頃。

　ご卒業、ご入学シーズンでもありますね。

　この春から新生活をスタートされるお祝い

に、お花のギフトを贈られる方も多いと思い

ますが、春のお花にはこの時期にぴったりな

花言葉がたくさんあります。

　ぜひこの春は、お花に想いを込めて、お祝い

の言葉と一緒に贈られてはいかがでしょう♪

IRISでは、アレンジ・ブーケなど各種承ります。

お気軽にスタッフまで、お声かけくださいね♥

～老後をもっと楽しもう～ 温泉旅行を100倍楽しくする講座

近江八幡公益会舘 文化講座 開催しました

白は「死」を意味するともいわれています。
　クリスチャンの方は背広やドレスなど、ご自
分の衣装を着用されることがあります。全国
的には、白の仏衣をお着せすることが多いよ
うです。
　昨今では、故人様を偲ぶ思いを込め、生前
に好きだったピンク色の仏衣や、ご遺族様が
故人様に似合う花柄の仏衣など選ばれるよう
になってきており、宗派にとらわれず選ばれる
ことが増えてきています。
　イベントで仏衣の展示をしますと、来場の
方は、色付の仏衣や花柄の仏衣を興味深げに
ご覧になっています。

行動し、作業のしやすい職場環境をつくり、作
業のバラツキをなくして品質と生産性を高め
ていきます。

　全国の温泉を旅した経験から一押しの名湯の紹介、また
温泉の効能や泉質、入浴の注意点などを教えていただきま
した。
　温泉の魅力や、日常の入浴にも役立つ知識などをお話し
いただき、寒い冬にぴったりの講座となりました。

TOPIC
3

2月24日（月） 

講師：温泉ソムリエ 戌亥正三郎氏

スイトピー　「門出」「飛躍する」
ひらひらとした花びらが飛び立つチョウのよ

う！ そんな可憐な花にはスタートにふさわし

い花言葉があります。

フリージア　「期待」

柔らかなかわいらしい花は咲くと甘い香りが

広がるため、咲く前からその香りに春を期待

してしまうことからこの花言葉になりました。

ガーベラ　「希望」「前進」

色鮮やかな花は明るくイキイキとした印象を

与えることにちなんでこの花言葉になったと

言われています。

ラナンキュラス　「お祝い」「晴れやかな魅力」

幾重にも広がる花びらがまるでシルクのドレ

スのように綺麗で心地よい肌触りであること

が由来になっています。



協力  おかしの三口屋
彦根市高宮町1320-8  tel .0749-22-7956

巡
礼  

そ
の
一

歳時記

　
「
巡
礼
」は
平
安
時
代
に
始
ま
り
、鎌
倉
時
代
に
広

が
り
、江
戸
時
代
に
普
及
し
ま
し
た
。一
口
に「
巡

礼
」と
言
っ
て
い
ま
す
が
、本
来
は「
巡
拝
と
遍
路
」

で
、こ
の
二
つ
の
総
称
が「
巡
礼
」で
す
。

　
「
巡
拝
」と
は
各
地
に
あ
る
観
音
霊
場
を
め
ぐ
る

こ
と
で
、「
遍
路
」と
は
引
法
大
師
の
霊
場
を
た
ど
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。で
す
か
ら
日
本
全
国
ど
こ
で
も

観
音
様
を
拝
ん
で
回
る
こ
と
は
巡
拝
、引
法
大
師
の

足
跡
を
た
ど
る
こ
と
は
遍
路
で
す
。し
か
し
、今
は

地
理
的
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
所
や
交
通
の
便
な
ど

か
ら
、あ
る
地
方
の
巡
拝
と
遍
路
行
が
有
名
に
な
っ

て
多
く
の
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
昔
は
今
日
の
よ
う
に
自
由
に
出
歩
く
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、巡
礼
と
い
う
大
義
名
分
を

も
っ
て
遠
出
が
で
き
る
こ
と
は
命
の
洗
濯
と
い
う

意
味
も
あ
り
ま
し
た
。観
音
巡
拝
に
し
ろ
遍
路
に
し

ろ
、何
れ
も
霊
場
を
め
ぐ
っ
て
祈
願
を
込
め
、亡
き

人
の
供
養
を
し
、自
分
自
身
の
心
身
を
鍛
え
信
仰
を

た
か
め
る
と
い
う
修
行
で
、そ
の
道
の
り
は
厳
し

く
、特
に
昔
は
道
も
定
か
で
な
い
大
変
な
難
行
苦
行

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
の
巡
礼
は
旅
行
社
な
ど
が
企
画
す
る
ツ
ア

ー
で
行
く
人
が
多
く
、外
国
か
ら
も
巡
礼
目
的
で
来

訪
す
る
人
た
ち
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。旅
的
要
素
が

強
く
見
ら
れ
ま
す
が
、せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
巡

礼
本
来
の
目
的
を
体
験
す
る
の
も
良
い
の
で
は
！

　
観
音
霊
場
め
ぐ
り
は
百
ケ
所
あ
り
ま
す
。

　
「
西
国
三
十
三
ケ
所
」「
坂
東
三
十
三
ケ
所
」「
秩
父

三
十
四
ケ
所
」の
計
百
観
音
霊
場
で
す
。ま
ず
西
に

三
十
三
観
音
霊
場
が
作
ら
れ
、遠
す
ぎ
る
人
の
た
め

に
坂
東
三
十
三
ケ
所
が
作
ら
れ
、次
に
秩
父
地
方
に

作
ら
れ
ま
し
た
。

　
計
九
十
九
よ
り
は
百
に…

…

と
い
う
こ
と
か
ら

秩
父
だ
け
三
十
四
ケ
所
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
百
観
音
霊
場
め
ぐ
り
は
、関
西
地
方
の
人
た
ち
は

西
国
↓
坂
東
↓
秩
父
に
巡
拝
し
、関
東
の
人
た
ち
は

そ
の
逆
で
秩
父
↓
坂
東
↓
西
国
の
順
に
め
ぐ
る
の

が
普
通
で
す
。

　
観
音
巡
拝
は「
午
」年
が
特
に
盛
ん
で
す
が
、そ
れ

は
馬
頭
観
音
に
由
来
し
て
い
て
、十
二
年
お
き
に
御

開
帳
に
な
る
の
に
合
わ
せ
て
行
く
こ
と
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　
和
歌
山
・
大
阪
・
奈
良
・
京
都
・
滋
賀
・
兵
庫
・
岐

阜
と
二
府
五
県
に
わ
た
る
広
範
囲
な
地
域
に
な
り

ま
す
か
ら
、３
回
以
上
に
分
け
て
回
る
の
が
い
い
で

し
ょ
う
。

　
昔
か
ら
難
所
と
い
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
２
ケ

所
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
十
一
番
の
上
醍
醐
寺
と
三
十

二
番
の
観
音
正
寺
で
、な
ぜ
か
と
い
う
と
急
な
坂
道

が
あ
る
か
ら
で
す（
四
番
の
施
福
寺
も
急
坂
で
す
）。

健
脚
な
人
で
も
時
間
は
か
か
る
で
し
ょ
う
。お
年
寄

り
や
足
の
弱
い
人
は
時
間
を
た
っ
ぷ
り
と
っ
て
、一

歩
一
歩
上
が
り
ま
し
ょ
う（
自
家
用
車
や
バ
ス
、他

の
乗
り
物
を
利
用
す
れ
ば
少
し
は
楽
で
し
ょ
う
）。

　
ち
な
み
に
、滋
賀
県
の
西
国
観
音
霊
場
は
、一
二

番
正
法
寺（
岩
間
寺
）・
大
津
市
、一
三
番
石
山
寺
・

大
津
市
、一
四
番
三
井
寺（
園
城
寺
）・
大
津
市
、三

十
番
宝
厳
寺
・
長
浜
市
、三
一
番
長
命
寺
・
近
江
八

幡
市
、三
二
番
観
音
正
寺
・
近
江
八
幡
市
、お
礼
参

り
延
暦
寺
・
大
津
市
で
す
。

　
一
念
発
起
し
、観
音
巡
拝
を
思
い
立
っ
た
ら
、ま
ず

県
内
か
ら
始
め
る
の
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
次
回
は
、巡
礼
そ
の
二 「
四
国
遍
路
」で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
猫
田
文
吾
）

▶長命寺

▶宝厳寺 唐門

西
国
観
音
霊
場

観
音
巡
拝

伝統 淡海の老舗 「おかしの三口屋」
　　　　　　南彦根、ビバシティの向かいに
並ぶ彦根百貨卸商業協同組合の建物の一画
にある「おかしの三口屋」は、昭和23年彦根
の銀座で「三口屋玩具店」として創業し、主
に玩具を扱っていた。昭和42年に彦根百貨
卸商業協同組合の卸団地の建設をきっかけ
に現在の場所に移転。売り場面積が広くなっ
たことから菓子も扱うようになり、小売店向け
の卸売りにシフトしていった。
　現社長の川口義雄さんで3代目となる。「近
年の小売店の減少から卸売りの需要も少なく

なり現在では一般客向けの店頭販売が中心
となっている」という。
　「駄菓子のテーマパーク」と銘打っているだ
けあって、店頭にはお菓子・おもちゃなど約
1000種類が並ぶ。駄菓子は1個税込み9円
から。土日は親子連れのお客さんが多いそう
だが平日には子どもたちが100円玉を握りし
めてやってくる微笑ましい風景も。定番の駄菓
子以外にもスーパーなどでは流通しない地元
彦根の昔ながらの菓子なども扱う。また、子
供会などのイベント向けの菓子の袋詰めも好

評だ。おかしの三口屋でぜひ「駄菓子のテー
マパーク」を味わってみては。



本社：〒522-0054 滋賀県彦根市西今町939番地
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●同封の応募ハガキのアンケートにお答えの
　うえ、必要事項を記入しご応募ください。
●当選された方にはプレゼントお渡し日をご連
　絡させていただくと共に、次号にて発表させて
　いただきます。

応募締切
2020年3月20日（金）必着

会員のみなさまに日頃の感謝の気持ちを込めて
ご愛読者プレゼント

「淡海の老舗」でご紹介
おかしの三口屋様  

 お菓子いろいろ
    詰め合わせ

vol.72  喜美家様  近江牛500gご当選者
彦根市：川添雅夫様・松本 富様・森居康眞様・四谷健一様  犬上郡多賀町：神鳥洋子様
東近江市：村原正宣様・石戸 孝様・福永政弘様・吉田聖子様   近江八幡市：桂田 寿様

vol.72  迎春寄せ植え ご当選者
彦根市：勝見勢津子様・若林次郎様・大林智美様・加藤陽子様・齋藤知子様   犬上
郡多賀町：権藤信子様   東近江市：大河原千鶴様・奥村文治郎様・門野重雄様   近江
八幡市：堀 弘美様

10
名様に

抽選で

「十二相神社」が多賀町佐目にあるという事は聞いた事が
ありましたが、この様な歴史があるという事、深く知識を
得られました。春になったらお参りしたいと思っています。
（彦根市：女性）

子猫ちゃんが無事に救出できてよかったですね。また優し
い飼い主さんにも出会えて心あたたまるお話でした。（近江
八幡市：女性）

季節や習慣に関する記事をいつも楽しみにしています。「そう
だったのか」「なるほど」と納得しながら読んでいます。取材
や記事選定が大変だと思いますが、これからも興味のある
内容でお願いします。（彦根市：男性）

いつも楽しみにしています。時々このように通信をいただく
ことで、日々自分の先の事を忘れて忙しく過ごしている事
に気づき落ち着いてこれからの事を考えてみるきっかけに
なっています。（近江八幡市：男性）

葬儀に関する事には関心はあるのですが具体的に知ろう
としない難しさ……があるのでは。アイリスクラブ通信で
知る機会があるのは、有難いです。（彦根市：女性）

いつも楽しみに読ませていただいております。先日、親戚
で葬儀が二つ重なって手分けして伺いました。今は昔ほど
準備も必要なく葬儀社が行ってくれますので助かっており
ます。参考になる話等いつも読んで「なるほど！」と頭に入
れています。（彦根市：男性）

フラワーガーデンアイリスのお花を毎年お願いしています
が、いつもとても満足しております。生花の先生もよく利用
されているだけあって、送り先の方々から喜ばれています。
（彦根市：女性）

いろんな知識を得る事ができ、いつも丁寧に読ませてもらっ
ています。（東近江市：女性）

みなさまのおたよりからみなさまのおたよりから

＊写真はイメージです

教えて
戌亥先生

納棺のときに何を準備すればよいですか？
　「納棺の儀」は葬儀の流れの中で最初に行う儀式です。
　お棺の中には故人の持ち物などを入れます（副葬品といいます）。
　故人の愛用したものを中心に、お花・写真・着物・履物・帽子・
本・趣味の品・ご飯・団子（地域）、その他に朱印帳・白衣・故人
の手作り品等々です。
　納棺の儀は厳粛な儀式です。できればご家族・親族全員が
参列すべきでしょう。

親族が亡くなって、神社に行けるのは
何日からですか？
　神道では人の死を「穢れ・けがれ」と捉えて忌み嫌います。また
死は気が枯れた状態をさす「気枯れ」です。従いまして葬儀のあ
と神社にお参りするのは一定の期間は避けるべきなのです。
　参拝だけでなく、お宮参り・七五三・祈願なども避けます。
葬儀後の一周忌までを「服」といい、50日祭までを「忌」といい
ます。少なくとも「忌・50日祭」までは神社には行かないのが決
まりです。
　結婚式も身内は一般的に一周忌ですが、キャンセル料の高額
や出席者の都合があるので、50日祭後であればいいでしょう。
　旅行等もやはり50日祭以後なら問題ないでしょう。
どうしてもの時は、神社で（鳥居の外で）「忌明けのお祓い」を受
ければ可能になります。
＊神道の50日祭は、仏教の49日（忌明）に相当します。

冠婚葬祭アドバイザーの
戌亥先生に聞きました

3,000円相当

受付等をお手伝いしてくださった町内会の方にはどのよう
にお礼をしたらいいですか。

町内会に慣例があると思いますので、役員の方にうかがっ
てなさるのがよろしいかと思います。金額、品物は慣例に
ならうとして、特にお世話になった方には直接うかがって
お礼をされるとよろしいかと思います。感謝のお気持ちが
相手に伝わることが大切であると思います。

Q

A

　たくさんのお便りありがとうございます。アイリス広場にはほんの

一部しかご紹介できませんが、これからもみなさんの心温まるおこと

ばや率直なご意見をお待ちしております。　 ●アイリスクラブ事務局

アイリス広場 アイリス広場 
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